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された。それからアメリカによる 3年間の軍政を経て、1948 年 8月には大韓民国政府が成立し
た。
　そして、李承晩政権が誕生したものの、1950 年 6月に朝鮮戦争が勃発し、約 3年間大混乱に
陥ったことにより、韓国は世界の最貧国の 1つになった。











































































目的 単位 目標値 実現値 目標値 実現値 目標値 実現値 目標値 実現値（a）
GNP成長率 （％） 7.1 8.5 7.0 9.7 8.6 10.1 9.3 9.4
投資率 （％） 22.6 15.1 19.0 26.4 24.9 27.8 26.4 36.9
人口成長率 （％） 2.8 2.8 2.2 2.2 1.5 1.7 1.6 1.5
国内貯蓄率 （％） 9.2 6.1 11.6 13.1 19.5 18.2 23.0 25.3
産業構造
　第一次産業 （％） 34.0 31.7 34.0 28.8 22.4 24.0 20.3 19.2
　第二次産業 （％） 27.2 25.4 26.8 20.9 27.9 29.5 38.0 33.8
　第三次産業 （％） 38.8 42.6 39.2 50.3 49.7 46.5 41.7 47.0
輸出 1億ドル 1.4 2.5 5.5 11.3 35.1 78.1 145.2 147.1
輸入 1億ドル 4.9 6.7 8.9 21.8 39.9 84.1 140.4 191.0
国際収支 1億ドル －2.5 － 2.5 － 1.0 － 8.5 － 3.6 － 3.1 2.4 － 41.5
1 人当たり GNP（b） ドル 307 437 650 812
























万ドルに達した15）。具体的には、①国連韓国再建団（UNKRA: United Nations Korean Reconstruction 
Agency）援助は、その多くが鉄工業に投資された。聞慶シーメント工場と仁川ガラス工場が立
てられると共に綿紡績工業の施設が拡張された。②韓国民間救護計画（CRIK: Civil Relief In 
Korea）救護の内訳は大半は食料品が占めており、その他繊維・衣類品・農業用品・医療衛生




























 単位：100 万ドル , ％
財政借款 商業借款 直接投資 合計
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
農林漁業 1,418.0 19.2 174.2 1.6 14.4 1.3 1,606.6 8.3
鉱工業 365.3 4.9 6,806.2 63.4 829.2 75.3 8,000.7 41.6
繊維 6.5 0.1 1,129.2 10.5 133.1 12.1 1,268.8 6.6
化学 88.5 1.2 1,714.8 16.0 249.8 22.7 2,053.1 10.7
窯業 7.0 0.1 597.3 5.6 19.4 1.8 623.7 3.2
石油 ― ― ― ― 62.5 5.7 62.5 0.3
金属 91.8 1.2 2,313.4 21.5 58.0 5.3 2,463.2 12.8
機械 115.0 1.6 236.4 2.2 75.6 6.9 427.0 2.2
電気・電子 ― ― 138.0 1.3 143.3 13.0 281.3 1.5
運送用機器 27.1 0.4 513.2 4.8 41.4 3.8 581.7 3.0
雑貨 ― ― 4.8 0.0 27.2 2.5 32.0 0.2
社会間接資本 5,616.7 75.9 3,763.7 35.0 257.1 23.4 9,637.5 50.1
電力 1,570.7 21.2 1,736.1 16.2 0.1 0.0 3,306.9 17.2
道路港湾 581.2 7.9 88.6 0.8 ― ― 669.8 3.5
一般建設・用役 1,712.3 23.1 547.9 5.1 59.0 5.4 2,319.2 12.1
運送・倉庫・通信 1,058.0 14.3 1,174.7 10.9 23.3 1.8 2,253.0 11.7
地下水道 74.7 1.0 17.9 0.2 ― ― 92.6 0.5
社会サービス 350.5 4.7 121.2 1.1 177.6 16.1 649.3 3.4
その他 219.8 3.0 77.3 0.7 ― ― 297.1 1.5
総計 7,400.4 100 10,744.1 100 1,100.7 100 19,245.2 100
〈出所〉韓国銀行（1982）『韓国の国民所得』、p.30。
　上記の〈表 2〉は 1962 年から 1980 年までの外資導入現況を示したものである。同期間中、



























資本金 10 億ウオン以上、年間輸出高 5,000 万ドル以上、海外支社 10 ヶ所以上を保有する輸出
業者に限定された。
　綜合商社制が新設されてから 3年後の 1978 年にはラッキー（LG）47 社、三星 38 社、現代
33 社、双龍 20 社、国際 24 社、鮮京（SK）27 社、錦湖 19 社、三和 30 社、第一合繊 8社など
312 社に達した26）。
　1970 年代の韓国は輸出至上主義の時代であり、その後半期においてもなお、輸出に主導され
た急速な工業化は続いた。全国の企業は輸出 100 億ドルのスローガンを掲げた。月 1回開かれ
る輸出振興会議には朴大統領みずから出席し各企業の輸出実績をチェックして、新たな輸出目










第四次経済開発 5カ年計画の最終年にあたる 1981 年には 835 万トンの水準に至った27）。
　その一方で、民間サイドにおける重化学工業ブームを象徴するのは現代財閥のめざましい躍
進である。1972年 3月に着工された現代重工業蔚山造船所は韓国重化学工業のシンボルとなっ































年 12 月の時点で見る限り、総対的な月平均水準が 24,811 ウォンとなっており、この水準は同
年の全国都市労働者の生計費 38,780 ウォンより 13,969 ウォンも下回っている33）。
　また、実質賃金と労働生産性を対比すれば、1960年代の鉄工業労働者の実質賃金年平均上昇










































































1） 朴正煕将軍は国家再建最高会議議長として 2年半、大統領として約 15 年半、合わせて 18 年間、韓国
を統治した。

















17） 渡辺利夫（1986）『韓国 : ヴエンチャー・キャピタリズム』講談社、p.112。
18） 林鍾哲（1981）「官主導型外延成長戦略の成就と限界」『政経文化』1981 年 10 月、p.101。
























37） 企業別労働組合（ enterprise union）は企業単位でつくられた労働組合で、賃金などは企業内の労使で
決める。ちなみに、日本では第二次世界大戦後、工場や事務所ごとに労働組合がつくられ、世界でも
極めてまれな企業別労働組合中心の国となった。










43） 1953 年の労働委員会法では、労働委員会は労・使・公益三者の各々 3人同数で構成するようになって
いたが、1963 年の法改定では公益委員の数だけを 3人ないし 5人にするよう規定している。
44） 金致善（1988）『労働法講義』博英社、p.61。
45） 堀田芳朗編著（2002）『世界の労働組合』、日本労働研究機構 p.376。
46） The Korean word chaebol is used to designate a group of companies that is usually owned or controlled by one 
person or family and administered from a central headquarters. It is the Korean version of the more popular 
Japanese word,Zaibatsu.
47） Geogrge E.Ogle（1990）“South Korea:Dissent within the Economic Miracle”Zed Books、p.49。the ideology 
is that the father（employer） has the wisdom, virtue and compassion to know what is good for the children. 
The sons and daughters（employees）out of gratitude for being take care of, and also because they accept their 
own inferiority, express loyalty to the employer by diligence and hard work.
48） 孫昌熹（1995）『韓国の労使関係』日本労働研究機構、p.11 参照。
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